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①
家
庭
系
ご
み
の
組
成
分

析
結
果
が
発
表
さ
れ
た
が
、

甘
南
備
園
で
の
処
理
状
況
と

ご
み
減
量
化
の
課
題
は
。

　

経
済
環
境
部
長　

生
ご
み

を
除
く
と
カ
ロ
リ
ー
の
高
い

ご
み
が
多
く
な
り
、
焼
却
熱

が
高
く
炉
の
耐
久
性
を
低
下

さ
せ
る
の
で
、
高
温
に
な
り

す
ぎ
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。

通
常
の
勤
務
時
間
内
で
処
理

が
困
難
な
場
合
は
、
土
曜
日

も
運
転
す
る
時
が
あ
る
。
ご

み
減
量
に
む
け
て
、
食
品
用

白
色
ト
レ
イ
と
紙
ご
み
の
分

別
、
生
ご
み
の
水
切
り
、
堆

肥
化
の
啓
発
に
取
り
組
む
。

　

②
夏
の
節
電
対
策
に
つ
い

て
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　

経
済
環
境
部
長　

照
明
灯

の
削
減
、
ノ
ー
残
業
デ
ー
・

庁
舎
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
実
施
日

の
拡
大
、
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト

の
設
置
や
ク
ー
ル
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
に
取
り
組
む
。
電
力

需
給
ひ
っ
迫
時
に
は
、
広
報

活
動
を
行
う
た
め
の
緊
急
連

絡
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

　

③
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど

の
省
電
力
照
明
の
導
入
を
、

リ
ー
ス
方
式
に
よ
り
積
極
的

に
節
電
に
取
り
組
む
自
治
体

も
あ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　

総
務
部
長　

コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
は
空
調
、

給
湯
設
備
の
見
直
し
が
必
要

で
あ
り
、
現
時
点
で
は
導
入

予
定
は
な
い
。
一
階
の
食
堂

な
ど
一
部
省
電
力
照
明
を
導

入
し
て
い
る
が
、
経
費
や
照

度
の
確
保
な
ど
の
課
題
も
あ

り
事
務
室
へ
の
導
入
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
リ
ー
ス
方

式
に
つ
い
て
は
検
討
し
、
省
電

力
機
器
の
導
入
を
進
め
た
い
。

　

④
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
で
は
、
復
興
に
あ
た
る
職

員
が
不
足
し
て
い
る
。
被
災

自
治
体
へ
職
員
を
派
遣
で
き

な
い
の
か
。
ま
た
、
福
島
県

で
は
子
ど
も
達
の
放
射
能
汚

染
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。
夏

休
み
に
子
ど
も
達
の
受
け
入

れ
が
で
き
な
い
の
か
。

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

　

被
災
地
へ
の
応
援
職
員
の

派
遣
は
全
国
市
長
会
を
通
じ

て
要
請
が
あ
る
が
、
実
現
し

て
い
な
い
。
市
の
業
務
と
の

調
整
が
可
能
な
場
合
は
積
極

的
に
派
遣
し
た
い
。
子
ど
も

た
ち
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

も
、
要
請
が
あ
れ
ば
方
法
等

を
検
討
し
た
い
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
リ
ー
ス
で

提
案
を
参
考
に
検
討

問

答

米 

澤 

修 
司 
議
員
（ 

民
主
党 

）

蛍光灯１本をはずし節電に取り組む
　　　　　　　　　　市役所内事務室

　

①
京
都
府
で
は
公
立
高
校

の
授
業
料
無
償
化
と
私
学
高

校
生
へ
の
就
学
支
援
を
実
施

し
て
い
る
。
し
か
し
、
他
府

県
の
私
学
に
通
う
高
校
生
や

専
修
学
校
、
通
信
制
の
学
校

へ
通
う
生
徒
に
は
適
用
さ
れ

な
い
。
適
用
さ
れ
る
よ
う
京

都
府
に
要
望
を
。
ま
た
、
市

独
自
支
援
制
度
の
創
設
を
。

　

教
育
部
長　

国
、
京
都
府

で
対
応
す
べ
き
も
の
と
考
え

て
い
る
。
独
自
支
援
は
考
え

て
い
な
い
。
府
も
他
府
県
へ

の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　

②
平
成
22
年
12
月
に
「
中

学
校
給
食
の
実
施
を
求
め

る
」
請
願
が
全
会
一
致
で
趣

旨
採
択
さ
れ
、「
中
学
校
昼

食
等
検
討
委
員
会
」
は
作
ら

れ
た
が
非
公
開
で
あ
る
。
ど

の
よ
う
な
審
議
が
さ
れ
、
市

民
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
公

表
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

給
食
実
施
に
向
け
た
考
え
と

具
体
的
な
試
案
や
試
算
は
。

　

教
育
部
長　

ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
し
、
４
回
の
会
議
を

開
催
し
た
。
経
過
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
開
予
定
。
具

体
的
試
算
は
行
っ
て
い
な
い
。

今
後
、
市
民
や
学
識
経
験
者

の
意
見
も
求
め
て
い
く
。

　

教
育
長　

構
築
し
直
し
て
、

早
急
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

③
徒
歩
で
の
買
い
物
に
不

便
を
感
じ
る
「
買
い
物
弱

者
」
が
増
え
て
き
て
い
る
。

実
態
調
査
し
、
対
策
を
。

　

保
健
福
祉
部
長　
「
暮
ら

し
の
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
」
を
設
置
し
、
高
齢

者
の
生
活
支
援
の
た
め
業
者

の
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
配
達

サ
ー
ビ
ス
等
の
情
報
収
集

し
、整
理
、提
供
し
て
い
く
。

　

④
ベ
ン
チ
や
屋
根
が
な
い

バ
ス
停
へ
早
急
な
設
置
を
。

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

　

未
設
置
の
多
く
は
、
歩
道

幅
員
等
の
制
約
に
よ
り
設
置

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

⑤
府
道
八
幡
木
津
線
は
道

路
の
幅
員
も
狭
く
、
自
動
車

も
非
常
に
多
い
上
、
通
学
・

通
園
道
路
で
も
あ
る
。
安
全

対
策
の
取
り
組
み
は
。

　

建
設
部
長　

一
部
歩
道
の

設
置
や
開
発
、
家
屋
建
て
替

え
に
合
わ
せ
た
歩
行
空
間
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
薪
茶
屋
前
交
差
点
の

改
良
を
京
都
府
に
働
き
か
け

て
い
る
。

｢買い物弱者｣に対策を

サービス情報収集し提供

問

答

増 

富 

理
津
子 

議
員
（ 

共
産
党 

）高齢者など買い物弱者に喜ばれている
弁当販売（府営田辺団地集会所）

　

①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
増
や
し
な
が
ら
、年
次
的
に

原
発
ゼ
ロ
を
目
指
す
べ
き
。市

長
の
基
本
的
考
え
方
は
。今
後

の
具
体
的
節
電
対
策
は
。

　

市
長　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

は
国
民
的
議
論
が
必
要
。
原

発
も
安
全
確
保
を
基
本
に
国

が
責
任
を
も
っ
て
対
応
す
べ

き
。
今
後
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
段
階
的

に
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

　

経
済
環
境
部
長　

国
、
関

電
等
か
ら
15
％
の
節
電
要
請

が
あ
っ
た
。
市
挙
げ
て
各
種

節
電
対
策
を
昨
年
以
上
に
推

進
し
、
市
民
や
事
業
所
に
も

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

市
は
公
共
施
設
の
建
て
替
え

時
に
、
太
陽
光
発
電
の
設
置

に
つ
い
て
、
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　

②
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
で
あ
る
生
活
保
護
の
実

務
は
、
適
切
で
公
平
性
の
原

則
は
保
た
れ
て
い
る
か
、
人

的
体
制
は
適
切
か
、課
題
は
。

　

保
健
福
祉
部
長　

生
活
保

護
受
給
者
数
は
平
成
23
年
度

年
間
平
均
で
5
3
4
世
帯
、

8
8
4
人
、
10
年
間
で
１
・

５
倍
に
増
加
。
支
給
額
は
22

年
度
11
億
２
千
３
万
円
で
10

年
間
で
１
・
４
倍
と
増
加
。

地
区
担
当
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

の
負
担
も
年
々
増
加
し
て
お

り
、
事
務
調
査
専
門
に
１
名

を
置
き
、
適
切
な
事
務
処
理

を
進
め
る
た
め
に
、
負
担
軽

減
を
図
り
対
応
し
て
い
る
。

　

③
小
学
校
英
語
教
育
の
現

状
、
課
題
、
京
田
辺
市
の
特

色
は
。

　

教
育
次
長　

平
成
20
年
の

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
基

づ
き
、
21
・
22
両
年
度
に
小

学
校
５
・
６
年
生
で
英
語
活

動
を
先
行
実
施
。
小
学
校
段

階
で
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
楽
し
く

慣
れ
親
し
む
事
に
よ
り
、
基

本
的
な
英
語
能
力
の
習
得
を

図
る
と
共
に
、
中
学
校
英
語

教
育
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行

が
で
き
る
と
考
え
る
。
指
導

は
担
任
が
配
置
さ
れ
た
Ａ
Ｅ

Ｔ
と
共
に
行
い
、
デ
ジ
タ
ル

教
材
、
大
型
テ
レ
ビ
等
各
種

教
育
機
器
も
有
効
に
活
用
し
、

ソ
フ
ト
面
、ハ
ー
ド
面
の
指
導

環
境
の
強
化
を
図
り
た
い
。今

後
同
志
社
大
学
と
連
携
す
る

な
ど
、
国
際
理
解
に
か
か
わ

る
体
験
交
流
等
の
充
実
を
は

か
り
た
い
。

小学校で英語活動の推進を

デジタル教材等も充実

問

答

岡 

本 

茂 

樹 

議
員
（ 

一
新
会 

）

小学校５・６年生で使われている英語教科書

　

①
府
道
八
幡
木
津
線
の
薪

一
休
寺
道
か
ら
JR
同
志
社
前

駅
間
で
朝
の
通
園
、
通
学
時

間
帯
に
大
型
車
両
の
交
通
規

制
が
必
要
な
こ
と
を
、
た
び

た
び
質
問
と
要
望
を
行
っ
て

き
た
。
こ
の
間
、
一
部
歩
道

等
の
改
良
は
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
安
全
確
保
の
た
め
に

は
、
ど
う
し
て
も
大
型
車
両

の
交
通
規
制
は
必
要
で
あ
る

と
い
う
市
民
の
声
は
非
常
に

多
い
。
現
在
進
め
ら
れ
て
い

る
薪
茶
屋
前
交
差
点
の
右
折

レ
ー
ン
改
良
整
備
に
は
、
ま

だ
時
間
が
か
か
る
と
聞
く
の

で
、
田
辺
幼
稚
園
の
登
園
、

降
園
の
時
間
帯
に
田
辺
小
学

校
西
門
に
交
通
安
全
指
導
員

を
配
置
し
て
門
を
開
け
て
、

園
児
と
送
迎
の
ご
家
族
の
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
市
の
考
え
は
。

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長　

　

薪
一
休
寺
道
か
ら
JR
同
志

社
前
駅
間
で
安
全
な
通
学
路

の
確
保
の
た
め
、
大
型
車
の

交
通
規
制
は
有
効
な
安
全
策

と
考
え
て
い
る
。
右
折
レ
ー

ン
を
配
し
た
薪
茶
屋
前
交
差

点
の
早
期
完
成
を
京
都
府
に

働
き
か
け
て
い
る
。

　

教
育
部
長　

田
辺
小
学
校

西
門
を
開
く
と
、
登
園
に
は

非
常
に
利
便
性
が
高
い
と
思

わ
れ
る
。
管
理
に
つ
い
て
は

園
で
行
う
の
か
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
う
の
か
交
通
安

全
指
導
員
で
対
応
す
る
の

か
、
園
と
協
議
を
行
う
。

　

②
高
齢
化
率
も
高
く
人
口

の
減
少
が
続
く
普
賢
寺
地
域

の
振
興
策
に
つ
い
て
、
市
と

し
て
も
国
、
京
都
府
、
Ｊ
Ａ

等
と
協
議
を
行
い
、
早
急
に

対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要

と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

　

総
務
部
長　

普
賢
寺
地
域

は
第
３
次
総
合
計
画
の
中
で
、

自
然
と
共
生
し
た
暮
ら
し
が

営
ま
れ
る
地
域
の
形
成
を
図

る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
普

賢
寺
地
域
の
活
性
化
や
、
活

力
に
満
ち
た
地
域
生
活
圏
の

形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
は

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
５

年
、10
年
先
を
見
通
し
て
、地

元
と
し
て
、
ど
う
し
て
や
っ

て
い
く
の
か
、
と
い
う
こ
と

を
、
自
分
達
で
考
え
て
行
動

を
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
よ
う

な
活
動
に
つ
い
て
は
、
市
と

し
て
も
一
定
の
支
援
を
行
う

考
え
で
あ
る
。

登
降
園
時
に
田
辺
小
西
門
の
開
放
を

登
園
時
の
利
便
を
考
慮
し
協
議

問

答小 

林 

喜
代
司 

議
員
（ 

新
栄
会 

）田辺幼稚園の登降園時に開門が
　　　　　　　望まれる田辺小学校西門


